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1 はじめに

ウェブ・オントロジー実現にはウェブに存在するも

のごとの分類やその関係，それらを推論するための

ルールを定義するウェブ・オントロジーの語彙構築

が必須である．現在ウェブ・オントロジー記述言語と

して OWL（OWL Web Ontology Language）およ

び SWRL（Semantic Web Rule Language）がW3C

（World Wide Web Consortium）によって標準言語

として定められている．しかしOWLと SWRLを用

いた記述は煩雑になることが多く，より簡便に記述

可能な言語が望まれている．

本論文では語彙構築を簡便に行える新しい記述言

語，またその言語をOWLおよび SWRLへ導入する

機構を提案する．我々の記述言語では OWLのプロ

パティ合成，論理演算を可能にし，煩雑になりやす

い記述を簡単に記述することを目標とする．これに

より語彙構築の簡便化が期待される．

2 語彙構築の問題点

オントロジー言語の標準である OWL，SWRLで

の語彙構築の問題点として挙げられる記述の複雑性の

原因は複数言語を使用している点と OWL，SWRL

の独自の表記方法にあると考えられる．そのため，

ユーザが語彙構築を行う際は OWLと SWRLの各

言語の役割，表記方法を意識しなければならない．

また，OWL，SWRLでの記述はあらかじめ定義さ

れている基本語彙が文字列で表されるため直感的に

分かりにくく，長い記述になり易い．その解決策と

して標準言語より高次の言語の作成が考えられ、そ

の高次の単語で複雑な意味関係を参照できる必要が

ある．
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3 簡便な語彙構築が可能な言語

本論文で提案する新しい言語の表記方法には直感

的な記述が可能な記号を使用することで短い記述を

実現した．また，定義されている語から新たな語を作

り出す語彙構築機構を備えている．新しく語を定義

するには，語のタイプ宣言と定義を行う．また，詳細

な Rule記述で新しい関係を定義することもできる．

さらに，OWLでは不可能な Relationの和と積の論

理演算と合成演算を導入しており，OWL，SWRLで

は煩雑になっていた記述もコンパクトになり，OWL

と SWRLの複数言語での記述を意識することのない

語彙構築が可能である．また，新しい言語は標準言

語であるOWL，SWRLへの書換機構も備えている．

3.1 語のタイプ

語のタイプは Class と Relation の２種類を扱う．

例えば，parentという語をRelationとして作成する

際，以下のように語のタイプを指定して宣言する．

Relation parent.

3.2 語彙構築

既に定義されている語をもとに新たな語を定義す

るのが語彙構築である．ここでの語彙構築は，Object

を表すClassとObject間の関係を表すRelationを語

彙構成子を用いて組合せ，新たな Classや Relation

として名前を与えることで行われる．Classのための

語彙構成子として，同値，同等，否定，継承，論理演

算（積・和）があり，Relationのための語彙構成子と

して，定義域と値域の制約，同値，同等，否定，継承，

逆，論理演算（積・和），合成演算がある．例えば，子

と親の関係を表す parentというRelationが既に定義

されていて，子と祖父母の関係を表す grandParent

を parentと parentの合成語として新たに定義する

とき，合成演算子@を用いて以下のように記述する．

grandParent : parent @ parent.
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3.3 標準言語への導入

本論文で提案する言語は語彙構築のための簡便

な記述方法を提供するものであり，それを有効に

利用するためには，標準言語である OWL，SWRL

へ導入するための書き換えが必要である．本論文

で扱う Class は OWL の Class，Relation は OWL

の Property、Rule記述は SWRLの Rule記述に対

応している．また，語彙構築で用いられる語のタ

イプと語彙構成子についてλ関数を用いた書換規

則を定めることで標準言語への書換機構を実現し

た．例えば，3.2 で Relation 合成として定義した

grandParentは前置記法で以下のように記述される．

: grandParent @ parent parent.

これに [書換規則１～４]を順に適応することで [標

準言語への書換結果]に示したように自動的に展開

することができる．

[書換規則１]
: R3 @ R1 R2. → g1 R1 R2 R3

g1 =λ X λ Y λ Z {
:- atm Z v1 v3 & atm X v1 v2 atm Y v2 v3 }

[書換規則２]
atm A B C → g2 A B C

g2 =λ X λ Y λ Z {
〈swrl:IndividualPropertyAtom〉
〈swrl:propertyPredicate rdf:resource=”#X”/〉
〈swrl:argument1 rdf:resource=”#Y”/〉
〈swrl:argument2 rdf:resource=”#Z”/〉
〈/swrl:IndividualPropertyAtom〉 }

[書換規則３]
& A B → g3 A B

g3 =λ X λ Y { X Y }

[書換規則４]
:- A B → g4 A B

g4 =λ X λ Y {
〈ruleml:Imp〉
〈ruleml:body rdf:parseType=”Collection”〉
Y

〈/ruleml:body〉
〈ruleml:head rdf:parseType=”Collection”〉
X

〈/ruleml:head〉
〈/ruleml:Imp〉 }

[標準言語への書換結果]
〈ruleml:Imp〉
〈ruleml:body rdf:parseType=”Collection”〉
〈swrl:IndividualPropertyAtom〉
〈swrl:propertyPredicate rdf:resource=”#parent”/〉
〈swrl:argument1 rdf:resource=”#v1”/〉
〈swrl:argument2 rdf:resource=”#v2”/〉
〈/swrl:IndividualPropertyAtom〉
〈swrl:IndividualPropertyAtom〉
〈swrl:propertyPredicate rdf:resource=”#parent”/〉
〈swrl:argument1 rdf:resource=”#v2”/〉
〈swrl:argument2 rdf:resource=”#v3”/〉
〈/swrl:IndividualPropertyAtom〉
〈/ruleml:body〉
〈ruleml:head rdf:parseType=”Collection”〉
〈swrl:IndividualPropertyAtom〉
〈swrl:propertyPredicate rdf:resource=”#grandparent”/〉
〈swrl:argument1 rdf:resource=”#v1”/〉
〈swrl:argument2 rdf:resource=”#v3”/〉
〈/swrl:IndividualPropertyAtom〉
〈/ruleml:head〉
〈/ruleml:Imp〉

書換規則での右矢印記号は書き換えの流れ，#は参

照を表す．atmはルールの前件，後件に含まれるプ

ロパティ要素の関係を記述するために使用され，g1

～g4はλ関数，R1～R3は Relationである．また，

演算子の優先順位は atm>&>:-とする．

4 おわりに
本論文では記号を使用し，Relationの論理演算や

合成を可能にした新しい記述言語とそれを標準言語

へ導入するための機構について説明し，従来の標準

言語での語彙構築に比べてより簡便に語彙構築を行

えることを述べた．これにより，今後期待されるセ

マンティック・ウェブ実現には欠かせないウェブ上

のリソースに内容情報を記述するための語彙構築タ

スクを削減することが可能になると考えられる．今

後は，語の定義をより詳細に記述できるように本論

文で提案した言語の拡張を進めていく．
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